
年 月 日

専門分野

年

※

（ 年）＋ （ 単位 ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

建築主事・建築基準法適合判定士、他

（事務局使用欄）

APECエンジニア　 建築技術教育普及センター・技術士会
建築構造士

７．法令専攻建築士 月撮影

２．統括設計専攻建築士

No．

専攻領域

写真欄

印

社団法人　福島県建築士会　会長　殿

１．まちづくり専攻建築士

申請者氏名（自署）

申 請 区 分

（様式１）

１．専攻実務 5 12ＣＰＤ

５．建築生産専攻建築士

登録番号

専攻建築士審査・登録申請書　誓約書

８．教育研究専攻建築士 （最近3ヶ月以内のもの）

受付No．

　私は、専攻建築士制度の登録をしたいので、審査・登録の申請をします。
　私は、この審査申請書に記入した事項および添付した書類の内容が真実で、かつ、正確であることを誓います。
　また、「専攻建築士制度規則」並びに「建築士会会員倫理規定」を遵守し、建築資格者として常に研鑚を心が
け、自己の業務・行動について責任を負うことに同意します。
　なお、この審査・登録申請書および添付書類の内容が真実と相違がある場合には、登録を取消されても異存あり
ません。
また、専攻建築士として登録後、上記同意に反した事実が判明した場合には、登録を抹消されても異存ありませ
ん。

社団法人　日本建築士会連合会　会長　殿

３．構造設計専攻建築士

４．設備設計専攻建築士

６．棟梁専攻建築士

縦3.0×横2.4㎝
無帽・無背景・正
面上３分身を写し

た証明写真
（裏面に名前を記

入）

属 性 区 分

２．他資格認定

（該当する申請区分に○を付け、（　）内を記入下さい）

申請する専攻領域に○印を付け、専門分野をご記入願います。

１．会員

２．会員外

支部

（該当する申請区分に○を付け、（　）内を記入下さい）



■手数料払込内訳

円 円

円 円

円

ａ

ｂ

円

（払込金受領証は領収に替わるものですので、原本の貼付は御遠慮願います。）

計

郵便払込金受領証の写しを貼付して下さい。

申請領域数 領域

合計金額

審査・登録申請書

〃 1-1

審 査 ・ 登 録 手 数 料 払 込 票 （ 写 し ） 貼 付 欄

〃 （領域別実務履歴チャート表）

〃

様式 1

2

添付書類

〃

〃

〃

添付書類

2-1

3

4

〃 3別紙

様式名 書類名・内容

建築士免許証（写し）

他資格者証（写し）

〃

〃

（責任ある立場での実務実績）

（専攻領域別実務履歴）

（職務経歴）

（専攻建築士申請書）

官製ハガキ （連絡通知用）

添付書類

添付書類

備考

顔写真１枚貼付

顔写真１枚貼付

写真貼付

１枚

（建築構造士、建築基準適合判定資格者　等）

（書類確認書・払込貼付書）

〃

〃

〃

（誓約書）

申請者
チェック欄 ※確認

■申請書類確認書

ＣＰＤ個人実績表（証明書）・ＣＰＤ手帳

28,350

注１） 新規登録の場合は、3,000円を加算してください。

参加登録済み

新規登録

２．ＣＰＤ関係

１．審査・登録手数料　関係

注２） １領域追加毎に

１領域のみの場合注１） （税込み、審査・登録手数料）

（税込み、審査手数料）

（様式１－１） 氏名：

10,500

専 攻 建 築 士 申 請 書

16,800

会　員 会員外

17,850 加算



： ： 会員コード

年 月 日（ ）歳

男・女

：

－ － － －

：

：

：

－ － － －

年

年 月 日 （ 年）

年 月 日 （ 年）

年 月 日 （ 年）

： 年 月 ：

：

年 月～ 年 月

年 月～ 年 月

：（ ）

：（ ）

職域

職務

１建築士事務所、２構造設計事務所、３設備設計事務所、４積算事務所、５コンサルタント、

６建設業、７プレハブ住宅業、８製造業、９金融／保険業、10商業、11不動産業、12官公庁、

その他の学歴

（大学院等の
工学教育）

卒業年

２級

木造

最終学歴
学部学科名

建 築 士
資格登録

学校名

登録 西暦

都　道
府県名

都　道
府県名

登録 西暦

No.

１級建築士登録番号 No. 登録 西暦

本籍地

都道
府県

（最近3ヶ月以内のもの）

月撮影

現 住 所

〒

勤 務 先

所属部署

所 在 地

FAX:

専攻領域 専門分野

ふりがな

氏 名：

生年月日：

現 在 の
業務内容

右の該当する
ものを各１つ
選択して下さ
い

13公社・公団等、14学校、15その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

写真欄

縦3.0×横2.4㎝
無帽・無背景・正面
上３分身を写した証
明写真
（裏面に名前を記
入）

TEL:

TEL:

E-mail:

他　　の
所属団体

他建築関連
資格

（取得年）

受賞履歴

著書論文

社会活動等

建築（業
務）に関す
る考え方・
心がけてい

る事

受付No. 登録No.（様式２）専 攻 建 築 士 申 請 書

役職

〈　勤務先掲載　可・不可 〉

（西暦で記入） 性別：

１構造設計、２設備設計、３積算見積、４調査・鑑定・企画、５建築設計一般・監理、６工事監理、

７都市計画、８技能労務（大工など）、９現場管理、10経営、11営業・販売、12試験・研究、

13維持管理、14建材製造・開発、15代理業務（代願）16行政、17教育、18その他

No.

FAX:

審査使用欄



年 月 ～ 年 月 ： ：

：

〒 －

年 月 ～ 年 月 ： ：

：

〒 －

年 月 ～ 年 月 ： ：

：

〒 －

年 月 ～ 年 月 ： ：

：

〒 －

年

年

年

注意： １．建築士免許取得時から現在までの、勤務経歴について記入願います。※現在から過去に遡って記入

２．免許取得前の実務期間を必要とする場合は、主な業務欄に取得前を含むと記入して下さい。

うち専攻領域別実務
として申請する年数

領域名業 務 期 間 年数

３．業務内容欄には、業務の概要・専攻領域の区分がわかる様に記入願います。

４．実務のみで申請をされる方は、15年を超える実務年数の記載が必要です。

勤務先・部署

所　在　地

主な常務内容

（物件名・物
件数）

業 務 期 間

建築士免許取得後の職務経歴

（ 専 攻 領 域 別 実 務 履 歴 ）（様式2－1） 氏名

役職

年数

勤務先・部署 役職

うち専攻領域別実務
として申請する年数

領域名

所　在　地

主な常務内容

（物件名・物
件数）

業 務 期 間 年数

勤務先・部署 役職

うち専攻領域別実務
として申請する年数

領域名

所　在　地

主な常務内容

（物件名・物
件数）

業 務 期 間 年数

勤務先・部署 役職

うち専攻領域別実務
として申請する年数

領域名

所　在　地

主な常務内容

（物件名・物
件数）

１．

２．

（※１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。

ヶ月

ヶ月

ヶ月

審査欄

３．

専攻領域別実務年数 領域



（ ／ ）

： ： （ ）

□ □

□ ○ ○ ○

： ○ （ ）

□ □ （ ）

： 年 月 ～ □ （ ）

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □

□ ○ ○ ○

： ○ （ ）

□ □ （ ）

： 年 月 ～ □ （ ）

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □

□ ○ ○ ○

： ○ （ ）

□ □ （ ）

： 年 月 ～ □ （ ）

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □

□ ○ ○ ○

： ○ （ ）

□ □ （ ）

： 年 月 ～ □ （ ）

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □

□ ○ ○ ○

： ○ （ ）

□ □ （ ）

： 年 月 ～ □ （ ）

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-1）
注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（5年）となるように記入して下さい。

２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域

専 門 分 野

氏 名 ：

ヶ月

企画

区画整理事業 開発行為等

まちづくり

再開発事業

ＣＰＤ

都市デザイン 都市計画等の策定

業務内容 単位

責任ある立場

プロジェクト概要

まちづくり活動

折衝業務 事業計画等

その他

その他

担当者 専門分野名

1

2
プロジェクト概要

担当期間

業務

業務（プロジェクト）名

担当期間

責任ある立場 担当者

業務

単位

都市デザイン 都市計画等の策定

再開発事業 企画 折衝業務 事業計画等

業務（プロジェクト）名 業務内容

その他

ＣＰＤ

区画整理事業 開発行為等

まちづくり活動

ヶ月 その他

専門分野名

3

業務内容

都市デザイン

区画整理事業

ＣＰＤ 単位

都市計画等の策定

再開発事業 企画 折衝業務 事業計画等

プロジェクト概要 その他

開発行為等

担当期間 まちづくり活動

担当者 専門分野名

ヶ月 その他

4

業務内容 ＣＰＤ 単位

業務 責任ある立場

都市デザイン 都市計画等の策定

再開発事業 企画 折衝業務 事業計画等

プロジェクト概要 その他

区画整理事業 開発行為等

担当期間 まちづくり活動

担当者 専門分野名

ヶ月 その他

5

業務内容 ＣＰＤ

区画整理事業 開発行為等

担当期間

単位

業務 責任ある立場

都市デザイン 都市計画等の策定

再開発事業 企画 折衝業務 事業計画等

プロジェクト概要 その他

まちづくり活動

ヶ月 その他

業務（プロジェクト）名

業務（プロジェクト）名

業務（プロジェクト）名

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

実務年数頁計 ＣＰＤ概算単位（領域合計） 審査欄

単位



（ ／ ）

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-2）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（5年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
統括設計

専 門 分 野

1

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間

責任ある立場 担当者

ＣＰＤ 単位

実施設計

Ｓ造 ＳＲＣ造

基本設計

2

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間

担当者

階数

ＣＰＤ 単位

木造

専門分野名

ヶ月

3

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

業務 責任ある立場

規模構造 ＲＣ造

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

企画設計

工事監理

その他業務

Ｓ造 ＳＲＣ造

工事監理

その他業務

基本設計 実施設計

担当期間

階数

ヶ月

Ｓ造4

業務（プロジェクト）名 業務内容

木造

規模構造 ＲＣ造

担当期間

ＳＲＣ造

木造

基本設計 実施設計

その他業務

ＣＰＤ 単位

基本設計 実施設計

ＲＣ造 Ｓ造 ＳＲＣ造規模構造

階数

企画設計

工事監理

ヶ月

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

5

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

ＲＣ造 Ｓ造 ＳＲＣ造

木造

基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

担当期間

規模構造

階数

企画設計

ＲＣ造

木造

階数

企画設計

規模構造

工事監理

その他業務

企画設計

専門分野名

ヶ月

業務

ヶ月

ＣＰＤ概算単位

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

審査欄

単位

頁計 実務年数 （領域合計）



（ ／ ）

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □

□

□ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

※

年 月 年 月

［その他は具体的に記述］

単位

頁計 実務年数 （領域合計） 審査欄

階数

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。

5

業務（プロジェクト）名 業務内容

ヶ月

ＣＰＤ概算単位

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

［該当項目を■●塗潰し］

Ｓ造 ＳＲＣ造

担当期間 木造

規模構造 ＲＣ造

ＣＰＤ 単位

企画設計 基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

階数

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

Ｓ造 ＳＲＣ造

担当期間 木造

ＣＰＤ 単位

企画設計 基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

4

業務（プロジェクト）名 業務内容

規模構造 ＲＣ造

ヶ月

階数

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

Ｓ造 ＳＲＣ造

担当期間 木造

ＣＰＤ 単位

企画設計 基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

3

業務（プロジェクト）名 業務内容

規模構造 ＲＣ造

ヶ月

階数

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

Ｓ造 ＳＲＣ造

担当期間 木造

ＣＰＤ 単位

企画設計 基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

2

業務（プロジェクト）名 業務内容

規模構造 ＲＣ造

ヶ月

階数

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

ヶ月

担当期間 木造

規模構造 ＲＣ造 Ｓ造 ＳＲＣ造

基本設計 実施設計

工事監理

その他業務

1

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

企画設計

専攻領域別実務履歴 （様式3-3）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（5年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
構造設計

専 門 分 野



（ ／ ）

： ： （ ）

◎ ◎ ◎

□ □ □

□ □ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

◎ ◎ ◎

□ □ □

□ □ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

◎ ◎ ◎

□ □ □

□ □ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

◎ ◎ ◎

□ □ □

□ □ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ）

◎ ◎ ◎

□ □ □

□ □ （ ）

： □ □ □

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-4）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（5年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
設備設計

専 門 分 野

1

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

ＳＲＣ造

担当期間 木造

規模構造 ＲＣ造 Ｓ造

階数ヶ月

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

2

業務（プロジェクト）名 業務内容

工事監理

規模構造

業務

階数

責任ある立場 担当者

ＣＰＤ 単位

企画設計

給排水衛生 空調設備 電気設備

基本設計 実施設計

ＲＣ造 Ｓ造 ＳＲＣ造

担当期間 木造

専門分野名

ヶ月

3

業務（プロジェクト）名 業務内容

工事監理

規模構造

業務

企画設計

給排水衛生

階数

空調設備

ＲＣ造 Ｓ造

その他業務

ＳＲＣ造

担当期間 木造

ヶ月

給排水衛生

責任ある立場 担当者 専門分野名

ＣＰＤ

4

業務（プロジェクト）名 業務内容

工事監理

規模構造

業務

企画設計

Ｓ造

電気設備

基本設計 実施設計

担当期間 木造

階数

責任ある立場 担当者 専門分野名

ヶ月

5

業務（プロジェクト）名 業務内容

工事監理

規模構造

業務

企画設計

給排水衛生

専門分野名

木造

ＲＣ造 Ｓ造

ＣＰＤ

ＳＲＣ造

審査欄

階数

［その他は具体的に記述］

担当期間

ヶ月

責任ある立場 担当者

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

単位

頁計 実務年数 （領域合計） ＣＰＤ概算単位

給排水衛生 空調設備 電気設備

企画設計

工事監理

基本設計 実施設計

その他業務

その他業務

電気設備

基本設計 実施設計

ＣＰＤ 単位

その他業務

その他業務

電気設備

基本設計 実施設計

空調設備

単位

単位

ＳＲＣ造

空調設備

ＲＣ造



（ ／ ）

： ： （ ＣＰＤ ）

□ （ ○ ○ ○ ○

○ 〔 〕 ） □ □

□ □ □

□ （ ）

： 年 月 ～ ： □ □ □ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ＣＰＤ ）

□ （ ○ ○ ○ ○

○ 〔 〕 ） □ □

□ □ □

□ （ ）

： 年 月 ～ ： □ □ □ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ＣＰＤ ）

□ （ ○ ○ ○ ○

○ 〔 〕 ） □ □

□ □ □

□ （ ）

： 年 月 ～ ： □ □ □ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ＣＰＤ ）

□ （ ○ ○ ○ ○

○ 〔 〕 ） □ □

□ □ □

□ （ ）

： 年 月 ～ ： □ □ □ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

： ： （ ＣＰＤ ）

□ （ ○ ○ ○ ○

○ 〔 〕 ） □ □

□ □ □

□ （ ）

： 年 月 ～ ： □ □ □ □

年 月 （ ） ： Ｐ － － Ｂ 階 ㎡

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-5）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（一級建築士3年、二級・木造
　　建築士6年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
建築生産

専 門 分 野

1

業務（プロジェクト）名 業務内容 単位

木造

コスト 安全

ヶ月

工程

ＣＭ 維持管理業務 改修・リフォーム

規模構造

ＰＭ

ＳＲＣ造担当期間

品質・技術

ＲＣ造

施工管理

その他

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

積算 ＰＭ

品質・技術

業務内容

施工管理

2

業務（プロジェクト）名 単位

工程 コスト 安全

担当期間

ヶ月

ＳＲＣ造 木造Ｓ造

専門分野名

維持管理業務 改修・リフォーム

積算

Ｓ造

その他

ＣＭ

その他

階数

3

業務（プロジェクト）名

施工管理

担当期間

その他

業務 責任ある立場

その他

業務 責任ある立場 担当者

4

業務（プロジェクト）名

施工管理

責任ある立場 担当者 専門分野名

担当期間

ＲＣ造

その他

ヶ月

業務内容

階数

担当者 専門分野名

5

業務（プロジェクト）名

担当期間

専門分野名

階数

施工管理 品質・技術 工程 コスト

規模構造 ＲＣ造

審査欄

業務

ヶ月

業務 責任ある立場

単位

実務年数 （領域合計）

単位

ＣＰＤ概算単位

担当者

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

頁計

ＰＭ

安全品質・技術 工程 コスト

Ｓ造 ＳＲＣ造

積算

単位

木造

ＣＭ 維持管理業務 改修・リフォーム

維持管理業務 改修・リフォーム

規模構造 ＲＣ造

工程 コスト

積算

品質・技術 安全

単位

ＰＭ

規模構造 ＲＣ造 Ｓ造 ＳＲＣ造 木造

階数

ＰＭ

ＣＭ 維持管理業務 改修・リフォーム

規模構造 Ｓ造

その他

その他

業務内容

その他

ヶ月

その他

業務内容

ＣＭ

ＳＲＣ造 木造

階数

安全

積算



（ ／ ）

： ： （ ）

□ □ □ □

□ （ ）
：

：

： 年 月 ～ ：

年 月 （ ） （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □ □

□ （ ）
：

：

： 年 月 ～ ：

年 月 （ ） （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □ □

□ （ ）
：

：

： 年 月 ～ ：

年 月 （ ） （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □ □

□ （ ）
：

：

： 年 月 ～ ：

年 月 （ ） （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ □ □ □

□ （ ）
：

：

： 年 月 ～ ：

年 月 （ ） （ ）

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-6）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（一級建築士5年、二級・木造
　　建築士8年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
棟梁

専 門 分 野

1

業務内容 ＣＰＤ 単位

担当期間

プロジェクト概要

用途

規模

修復工事 診断

その他

設計

ヶ月

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

規模

業務内容 ＣＰＤ 単位

その他

プロジェクト概要

用途

2

施工管理 修復工事 診断

その他

担当期間

設計

ヶ月

プロジェクト概要

用途

単位

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

診断設計

3

業務内容 ＣＰＤ

施工管理 修復工事

その他

担当期間 規模

その他ヶ月

責任ある立場 担当者 専門分野名

4

規模

その他

業務内容 ＣＰＤ 単位

設計 施工管理 修復工事 診断

担当期間

その他

プロジェクト概要

用途

業務

ヶ月

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

業務内容 ＣＰＤ 単位

施工管理 修復工事 診断

業務（プロジェクト）名

設計

その他

プロジェクト概要

用途

規模

その他

担当期間

業務（プロジェクト）名

業務（プロジェクト）名

業務（プロジェクト）名

業務（プロジェクト）名

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。

その他ヶ月

5

施工管理

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

審査欄ＣＰＤ概算単位

［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

単位

頁計 実務年数 （領域合計）



（ ／ ）

： ： （ ）

□ （ 件 ）

□ （ 件 ）

： □ （ ○ ○ ） □

□

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ （ 件 ）

□ （ 件 ）

： □ （ ○ ○ ） □

□

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ （ 件 ）

□ （ 件 ）

： □ （ ○ ○ ） □

□

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ （ 件 ）

□ （ 件 ）

： □ （ ○ ○ ） □

□

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□ （ 件 ）

□ （ 件 ）

： □ （ ○ ○ ） □

□

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

※

年 月 年 月

民事鑑定

行政支援業等

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

作業範囲

担当期間

業務 責任ある立場 担当者

ヶ月

担当期間

担当期間

作業範囲

単位

頁計 実務年数 （領域合計） ＣＰＤ概算単位 審査欄

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

行政支援業等

その他

性能評価等

裁判所支援業務 調停

建築相談

確認検査

鑑定

性能評価等

裁判所支援業務

ヶ月

作業範囲

建築相談

その他

確認検査

ＣＰＤ 単位

民事鑑定鑑定調停裁判所支援業務

確認検査

性能評価等

5

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

4

業務（プロジェクト）名 単位

裁判所支援業務 調停 鑑定

確認検査

行政支援業等

建築相談

作業範囲

その他

性能評価等

ヶ月 その他

業務内容 ＣＰＤ

民事鑑定

行政支援業等

建築相談

その他

調停 鑑定

担当者 専門分野名

ＣＰＤ 単位

3

業務（プロジェクト）名 業務内容

確認検査

専門分野名

行政支援業等

鑑定 民事鑑定

性能評価等

裁判所支援業務 調停

業務 責任ある立場

担当期間

作業範囲

責任ある立場 担当者 専門分野名

2

業務（プロジェクト）名 業務内容

ヶ月

民事鑑定

担当期間

建築相談

ヶ月

業務

1

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

専攻領域別実務履歴 （様式3-7）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（3年）となるように記入して下さ
い。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
法令

専 門 分 野



（ ／ ）

： ： （ ）

□

（ ）

□

（ ）

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□

（ ）

□

（ ）

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□

（ ）

□

（ ）

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□

（ ）

□

（ ）

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

： ： （ ）

□

（ ）

□

（ ）

： 年 月 ～ □

年 月 （ ） □ （ ）

： □ □ ：

※

年 月 年 月

専攻領域別実務履歴 （様式3-8）
氏 名 ：

注意 １．現在から遡り、担当期間の合計が必要実務年数以上（5年）となるように記入して下さい。
２．担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねて
　　カウントすることはできません。重複する期間は除いてご記入下さい。
３．様式4の「責任ある立場での実務実績」（３件）は様式3の中から選び、写真を添付して
　　「様式4」に記載。
４．新規申請において、専攻領域の実務としての認定は20年前までとさせて頂きます。

専 攻 領 域
教育・研究

専 門 分 野

1

業務（プロジェクト）名 業務内容 ＣＰＤ 単位

（教育機関においては講座名、科目名を記入）

論文、研究発表

その他

ＣＰＤ 単位

教育機関

研究機関

研究機関名

学校名

ヶ月

担当期間

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

2

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間

教育機関

学校名

論文、研究発表

（教育機関においては講座名、科目名を記入） 研究機関

研究機関名

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

ヶ月 その他

3

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間

ＣＰＤ 単位

教育機関

学校名

論文、研究発表

（教育機関においては講座名、科目名を記入） 研究機関

研究機関名

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

ヶ月 その他

4

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間 論文、研究発表

ＣＰＤ 単位

教育機関

学校名

（教育機関においては講座名、科目名を記入） 研究機関

研究機関名

業務 責任ある立場 担当者 専門分野名

5

業務（プロジェクト）名 業務内容

担当期間 論文、研究発表

ＣＰＤ 単位

責任ある立場 担当者 専門分野名

学校名

研究機関名

ヶ月 その他

ＣＰＤ概算単位

１枚に１専攻のみを記入してください。　　１枚に書ききれない場合は、コピーしてお使いください。 ［該当項目を■●塗潰し］

［その他は具体的に記述］

審査欄

業務

単位

頁計 実務年数 （領域合計）

（教育機関においては講座名、科目名を記入） 研究機関

教育機関

ヶ月 その他



（ ／ ） ：

： 年 月 年 月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 －

2 －

3 －

4 －

5 －

6 －

7 －

8 －

9 －

10 －

11 －

12 －

13 －

14 －

15 －

16 －

17 －

18 －

19 －

20 －

注意 ① 様式３に記入した業務（プロジェクト）毎に、担当期間を傍線で記入し、各領域毎の必要実務年数以上であることを確認願います。

年

②

業務番号欄には、１－１（様式３の１枚目－１欄の業務）とご記入願います。

また、各業務（プロジェクト）の担当期間が重複していないことを確認願います。

１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使いください。

年業務
番号

専攻領域

専門分野
氏 名 ：

年年

専 攻 領 域 別 実 務 履 歴

（ チ ャ ー ト 表 ）（様式3別紙）

（領域合計

年

頁計実務年数

年



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

専門分野

※審査 ※認定

（写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）写真等貼付欄

建築主事

建築主事

地下地上

㎡

㎡

その他

ヶ月間

再開発プロジェクト等の企画業務や
コンサルタントを主要な業務

行政の都市
計画の策定

民間における
開発

区画整理
再開発プロジェクト等の
コンサルタント業務

地域貢献活動
住民参加の
支援業務等

再開発プロジェクト

地域住民における景観保存や
まちおこし運動への関わり

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

まちづくり計画・活動 都市計画の策定

責任ある立場 担当者

用途

建築確認

検査済証

専門分野

敷地面積

延べ床面積

構造

階数

所在地

建築主

施工者名称

施工者所在地

専攻対象

主要な業務

担当期間

担当業務の役割

１．実務実績件数３件以上をご記入ください。

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

注意

プロジェクト名称

専 攻 領 域 別 実 務 実 績 専攻領域 まちづくり（様式4-1） 氏　名



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

※審査 ※認定

専門分野

工事監理実施設計基本設計

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

写真等貼付欄 （写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）

建築主事

専門分野

検査済証

用途

建築確認 建築主事

構造

階数 地上 地下

敷地面積 ㎡

延べ床面積 ㎡

施工者名称

施工者所在地

所在地

建築主

ヶ月間

担当業務の役割 責任ある立場 担当者 その他

担当期間

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

プロジェクト名称

業務内容 その他

氏　名

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-2）専攻領域 統括設計



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

※審査 ※認定

基本構造設計 実施構造設計 構造工事監理 その他

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

写真等貼付欄 （写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）

建築主事

専門分野

検査済証

用途

建築確認 建築主事

構造

階数 地上 地下

敷地面積 ㎡

延べ床面積 ㎡

施工者名称

施工者所在地

所在地

建築主

ヶ月間

担当業務の役割 責任ある立場 担当者 その他

担当期間

業務内容

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

プロジェクト名称

氏　名

専門分野

専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-3）専攻領域 構造設計



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

電気設備 その他

写真等貼付欄 （写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）

建築主事

※審査 ※認定

３．「主な業務種別」欄のすべてに該当する場合は、「限定表示」欄は空欄にしてください。

主な業務種別 空調 衛生設備

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

専門分野

検査済証

用途

建築確認 建築主事

構造

階数 地上 地下

敷地面積 ㎡

延べ床面積 ㎡

施工者名称

施工者所在地

所在地

建築主

ヶ月間

担当業務の役割 責任ある立場 担当者 その他

その他

担当期間

実施設備設計 設備工事監理業務内容 基本設備設計

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

プロジェクト名称

氏　名

限定表示

専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-4）専攻領域 設備設計



： ：

： （ ／ ）

（ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

専門分野

※審査 ※認定

建築施工管理 その他

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

写真等貼付欄 （写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）

建築主事

専門分野

検査済証

用途

建築確認 建築主事

構造

階数 地上 地下

敷地面積 ㎡

延べ床面積 ㎡

施工（設計）者
名称

施工（設計）者
所在地

所在地

建築主

ヶ月間

担当業務の役割 責任ある立場 担当者 その他

担当期間

業務内容

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

プロジェクト名称

氏　名専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-5）専攻領域 建築生産



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

階 階

年 月 日 号

年 月 日 号

氏　名

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-6）専攻領域 棟梁

専門分野

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、１プロジェクト毎に分けて作成してください。

プロジェクト名称

業務内容 施工管理

担当期間 ヶ月間

担当業務の役割 責任ある立場 担当者 その他

所在地

建築主

敷地面積 ㎡

延べ床面積 ㎡

構造

階数 地上 地下

用途

建築確認 建築主事

専門分野

検査済証 建築主事

※審査 ※認定

技術習得機関名

所在地

基本設計 実施設計 工事監理

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

写真等貼付欄 （写真につきましては、データ・プリント・コピー等、いずれでも結構です。）



： ：

： （ ／ ）

（ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

法令の策定

建築士会の建物相談（法令に関する）等の実績 営繕等でのプロジェクト等の発注業務

建設関連法令に
関する専門家

住宅性能評価業務確認検査業務

氏　名

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

専 攻 領 域 別 実 務 実 績（様式4-7）専攻領域 法令

専門分野

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、業務内容毎に分けて作成してください。

関連資格

専攻対象

裁判所（民事調停委員、民事鑑定委員、民事鑑定人）支援業務

行政（建築工事紛争審査会委員、建築士審査会、建築審査会）支援業務

その他

担当期間

責任ある立場 担当者

専門分野

行政機関の建築確認、法令の策定 民間確認検査機関、評価機関等の業務

ヶ月間

担当業務の役割

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

実務実績内容

※審査 ※認定

３．関連資格（建築基準適合判定資格者・検査員・評価員等）に関する証明は、別紙添付してください。

主な業務

その他建築基準適合判定資格者建築主事



： ：

： （ ／ ）

年 月 日～ 年 月 日（ ）

専攻領域別実務実績（様式4-8）専攻領域 教育・研究 氏　名

専門分野

注意 １．実務実績件数３件以上をご記入ください。

２．この申請書は、記入前にコピーしていただき、業務内容毎に分けて作成してください。

３．教育機関における講座（科目等）の場合はカリキュラムを、別紙添付してください。

研究・調査・開発機関所属機関の種類 教育機関

実務内容

学位論文（修士論文、博士論文）

担当期間 ヶ月間

その他

専門分野

担当業務の役割 責任ある立場

※審査 ※認定

プロジェクト名
講座（科目）名

専門分野を確認
できる具体的
業務内容

実務実績内容 ※各実務内容の概要をご記入願います。

担当者

４．公表論文等の場合は、実務実績内容に発表した学会名（開催日）、雑誌名（掲載日）等をご記入願います。

５．公表論文等については内容がわかるものを、別紙添付してください。

６．学位論文等については学位記の写しを別紙添付してください。

所属機関名

教育機関における講座（科目等）　※通年担当していること

建築学会及び関連機関での公表論文等

研究開発部門での調査・開発プロジェクト等

その他


